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東
京
都
世
田
谷
区
に
本
社
を
置
く
伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
㈱
を

中
心
に
、
工
務
店
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
、
製
材
工
場
、
山
元

が
共
同
出
資
し
Ｈ
29
年
に
設
立
さ
れ
た
森
林
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
㈱
は
、
工
務
店
が
原
木
を
直
接
取
引
（
購
入
）
す
る
「
産

直
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立
。
工
務
店
側
に
は
木
材
の
安
定
供
給

の
実
現
と
顔
の
見
え
る
木
材
と
い
う
付
加
価
値
、
山
元
側

に
は
直
接
代
金
が
支
払
わ
れ
、
か
つ
定
期
的
な
発
注
に
基

づ
く
無
理
の
な
い
伐
採
計
画
の
実
行
と
い
う
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
の
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
流
れ
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
埼
玉
県
西
部
に

あ
る
山
元
が
、
工
務
店
か
ら
、
木
材
の
利
用
前
年
度
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
必
要
な
木
材
の
出
材
量
に
つ
い
て

打
診
を
受
け
ま
す
。
山
元
は
計
画
に
基
づ
き
伐
採
・
搬
出
し
、

山
土
場
で
木
材
を
選
別
。
そ
し
て
こ
の
取
組
の
目
玉
で
も
あ

る
、
木
材
の
生
産
者
や
寸
法
な
ど
材
の
情
報
を
入
力
し
た

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
木
材
に
付
与
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
で

あ
る
製
材
所
に
輸
送
し
ま
す
。
製
材
所
は
工
務
店
か
ら
の

発
注
に
基
づ
き
必
要
な
製
材
や
乾
燥
を
行
い
、
材
の
強
度

（
曲
げ
ヤ
ン
グ
率
）
な
ど
の
情
報
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
追
加
し
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
に
輸
送
し
ま
す
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
共
有
し
た
プ
レ
カ
ッ
ト
情
報
に
基
づ

き
加
工
を
行
い
、
施
工
現
場
に
輸
送
。
施
工
現
場
で
は
使

用
し
た
一
本
一
本
の
材
の
Ｉ
Ｄ
を
構
造
伏
図
（
床
組
み
や

小
屋
組
み
を
表
し
た
図
面
）
に
落
と
し
込
み
、
ど
の
材
が

ど
こ
に
使
わ
れ
た
か
を
見
え
る
化
。
施
主
は
誰
が
生
産
し
、

ど
ん
な
強
度
を
持
つ
材
が
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
工
務

店
へ
の
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
木
材
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り

か
ら
、住
宅
に
供
給
さ
れ
る
木
材
を
「
Ｓ
Ｐ
ウ
ッ
ド
」
と
ネ
ー

ミ
ン
グ
し
付
加
価
値
を
高
め
る
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｓ
Ｐ
ウ
ッ
ド
は
、
山
土
場
で
の
選
木
に
あ
た
り
、
直
材
を

伊佐ホームズが展開する ICT を利用したシステム
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我
が
国
の
森
林
は
、
戦
後

造
林
さ
れ
た
人
工
林
を
中
心

に
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え

て
お
り
、
国
内
の
豊
富
な
森

林
資
源
を
循
環
利
用
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
循
環
を
形
成

す
る
上
で
木
材
需
要
の
掘
り

起
こ
し
と
同
時
に
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
山
元
」

へ
の
還
元
で
す
。
森
林
所
有

者
等
（
山
元
）
が
木
材
を
生

産
し
、
植
林
を
し
よ
う
と
い

う
意
欲
を
持
つ
に
は
、
山
で

育
っ
た
木
材
が
し
っ
か
り
と

市
場
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
中
で
、「
流

通
全
体
」
の
効
率
化
も
図
り

つ
つ
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
事
業
者
が
需
給
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
各
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

「
山
元
」
へ
の
還
元
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
管
理
技
術
）の
活
用

に
よ
り
可
能
と
し
た
工
務
店

グ
ル
ー
プ
の
事
例
で
す
。
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限
定
す
る
こ
と
や
、
40
㎜
以
上
の
節
が
あ
る
も
の
は
除
く
、

な
ど
様
々
な
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
と
し

て
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
に
あ
た
り
質
の
高
い
木
材
の

選
別
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
取
組
に
は
、
森
林
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
㈱
の
伊
佐
裕
社
長
の
山
に
対
す
る

強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
工
務
店
像
に
は
な

い
、
林
業
の
再
生
や
国
産
材
の
利
用
拡
大
に
取
り
組
む
こ

と
を
第
一
と
し
た
企
業
理
念
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
伊

佐
社
長
の
思
い
は
、木
材
の
需
要
創
出
に
は
「
川
下
あ
り
き
」

の
視
点
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
企
業
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
流
れ
を
全
国
規
模
化
し
、
山
か
ら
需
要
を
拡
大
し
出
材
量

を
増
や
す
と
い
う
狙
い
を
実
現
化
さ
せ
る
た
め
、
森
林
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
関
東
地
区
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
重
点
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
他
地

域
の
木
材
や
工
務
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
全
国
展
開

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
㈱
は
内
装
に
も
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
す
る
こ
と
で
「
空
間
の
豊
か
さ
」
を
大
事
に
し
て
い

る
ほ
か
、
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
や
非
住
宅
分
野
で
の
木

造
建
築
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
柱
取
り
か
ら
製
材
さ
れ
た

羽
柄
材
な
ど
を
集
成
材
に
し
て
利
用
し
た
り
、
寺
社
仏
閣
の

改
修
や
地
元
世
田
谷
区
で
の
公
共
木
造
施
設
の
建
設
な
ど

を
通
じ
て
地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

秩
父
の
木
材
生
産
者
と
共
に
樹
液
由
来
の
商
品
の
販
売
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
取
組
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
に
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
一
つ
に
つ
な
が
る

こ
と
で
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用
拡
大
と
地
方
創
生
が
共
に

実
現
す
る
取
組
に
注
目
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
例
が
全
国

に
拡
大
す
る
よ
う
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
で
す
。

「貌
かお

の見える」木材で建てられた伊佐ホームズの住宅。
内装にもふんだんに木材が使用され空間の豊かさを演出。

住宅に使用する木材に QR コードを貼って品質を管理。様々な情報が付与される。


